
建築･環境デザイン学科 2026入学者用カリキュラム表
基盤科目【全学共通】 授業区分 卒業要件 学科科目 授業区分 対象年次 卒業要件

芸術平和学 講義 2 単位 必修 1 必修 建築・環境概論 講義 2 単位 基礎 1
東北文化論　 講義 2 単位 6 2 3 4 30 西洋建築史 講義 2 単位 基礎 1 64
まちづくり論 講義 2 単位 単位 2 3 4 単位 風土形成論 講義 2 単位 基礎 1 単位
クリエイティブ・ローカル論 講義 2 単位 以上 2 3 4 以上 都市計画 講義 2 単位 基礎 1
地球環境論 講義 2 単位 2 3 4 建築構法 講義 2 単位 基礎 1
持続可能な地域論 講義 2 単位 2 3 4 エコロジカル地域論 講義 2 単位 基礎 2
地域創造演習 演習 2 単位 2 3 4 エコロジカル建築論 講義 2 単位 基礎 2

ICT ICTリテラシー 演習 2 単位 必修 2 1 建築設計論 講義 2 単位 応用 2
AIテクノロジー論 講義 2 単位 単位 2 3 4 建築・環境基礎演習 演習 2 単位 基礎 1
ICTと社会 講義 2 単位 以上 2 3 4 インテリア基礎演習 演習 2 単位 基礎 1

社会力 スタートアップゼミナール 演習 2 単位 必修 1 図学製図演習 演習 2 単位 基礎 1
デザイン思考基礎 講義 2 単位 6 2 3 4 CAD演習 演習 2 単位 基礎 1
生活と経済 講義 2 単位 単位 2 3 4 建築・環境施工演習 演習 2 単位 基礎 1
キャリア形成論 講義 2 単位 必修 以上 2 デジタル表現演習 演習 2 単位 基礎 1
仕事講座 講義 1 単位 2 3 建築設計演習１ 演習 3 単位 基礎 2
キャリア設計論 講義 1 単位 3 4 建築設計演習２ 演習 3 単位 基礎 2
スポーツ実技 実技 1 単位 1 2 3 4 環境計画演習１ 演習 3 単位 基礎 2
就業実習 実習 1 単位 1 2 環境計画演習２ 演習 3 単位 基礎 2
インターンシップ 実習 1 単位 2 3 建築設計演習３ 演習 3 単位 応用 3
現代社会学 講義 2 単位 1 2 3 4 建築設計演習４ 演習 3 単位 応用 3
社会と政治 講義 2 単位 4 2 3 4 建築設計演習５ 演習 3 単位 応用 3
倫理と社会 講義 2 単位 単位 2 3 4 建築設計演習６ 演習 3 単位 応用 3
日本国憲法 講義 2 単位 以上 1 2 3 4 環境計画演習３ 演習 3 単位 応用 3
知的所有権 講義 2 単位 2 3 4 環境計画演習４ 演習 3 単位 応用 3
地理学概論 講義 2 単位 2 3 4 環境計画演習５ 演習 3 単位 応用 3
健康科学論 講義 2 単位 必修 1 2 3 環境計画演習６ 演習 3 単位 応用 3
アートデザインのための数理 講義 2 単位 4 2 3 4 建築・環境応用演習 演習 2 単位 発展 3
データの科学 講義 2 単位 単位 2 3 4 建築・環境デザイン研究１ 卒研 4 単位 発展 4
環境と心理 講義 2 単位 以上 2 3 4 建築・環境デザイン研究２　 卒研 6 単位 発展 4
生物と自然 講義 2 単位 2 3 4 選択 インテリア設計論 講義 2 単位 基礎 1
線形代数学 講義 2 単位 2 3 4 建築デザイン論 講義 2 単位 基礎 2 10
多文化理解 講義 2 単位 2 3 4 日本建築史 講義 2 単位 基礎 2 単位
ENGLISH 101 演習 2 単位 2 1 2 3 風景の計画 講義 2 単位 基礎 2 以上
ENGLISH 102 演習 2 単位 単位 構法デザイン 講義 2 単位 応用 2
日本語１　※留学生のみ 演習 2 単位 以上 1 建築計画 講義 2 単位 基礎 2
Presentation in ENGLISH 演習 1 単位 2 3 4 生態学基礎 講義 2 単位 基礎 2
Communicative ENGLISH 演習 1 単位 2 3 4 建築設備 講義 2 単位 応用 2
Academic ENGLISH 演習 1 単位 1 2 3 4 建築構造力学 講義 2 単位 基礎 2
Practical ENGLISH (for TOEIC test) 演習 1 単位 1 2 3 4 都市空間デザイン 講義 2 単位 応用 2
日本語２　※留学生のみ 演習 2 単位 1 リノベーション建築論 講義 2 単位 応用 3
総合芸術概論１ 講義 2 単位 必修 1 建築法規 講義 2 単位 応用 3
総合芸術概論２ 講義 2 単位 6 1 2 3 4 環境基盤学 講義 2 単位 応用 3

コア科目 美術史概論 講義 2 単位 単位 1 2 3 建築施工 講義 2 単位 応用 3
デザイン史概論 講義 2 単位 以上 1 2 3 建築材料 講義 2 単位 応用 3
色彩学概論 講義 2 単位 1 2 3 測量学 講義 2 単位 応用 3
立体造形基礎論 講義 2 単位 1 2 3 地誌学概論 講義 2 単位 基礎 2 3 4
編集ディレクション演習 演習 2 単位 2 3 4 建築構造力学演習 演習 2 単位 基礎 2
絵画・デッサン 演習 2 単位 1 2 3 測量演習 演習 2 単位 応用 3
日本美術史 講義 2 単位 文保 2 3 4 建築実践演習 演習 2 単位 発展 2 3 4
西洋美術史 講義 2 単位 文保 2 3 4 4 職業指導 講義 2 単位 基礎 2 3 4
近現代美術史 講義 2 単位 文保/美術 2 3 4 単位
文化財保存修復入門 講義 2 単位 文保/歴産 2 3 4 以上
文化遺産マネジメント 講義 2 単位 文保/歴産 2 3 4
歴史遺産学総論 講義 2 単位 文保/歴産 2 3 4
日本建築史 講義 2 単位 歴産/建環 2 3 4
西洋建築史 講義 2 単位 歴産/建環 2 3 4
考古学概論 講義 2 単位 歴産 2 3 4
民俗･人類学概論 講義 2 単位 歴産 2 3 4
地誌学概論 講義 2 単位 歴産 2 3 4
アジア文化論 講義 2 単位 歴産 2 3 4
工芸デザイン入門 講義 2 単位 工芸 2 3 4
文芸総論 講義 2 単位 文芸 2 3 4
思想と文学 講義 2 単位 文芸 2 3 4
プロダクトデザイン入門 講義 2 単位 プロ 2 3 4
インテリアデザイン論 講義 2 単位 プロ 2 3 4
応用人間工学 講義 2 単位 プロ 2 3 4
建築デザイン論 講義 2 単位 建環 2 3 4
都市空間デザイン 講義 2 単位 建環 2 3 4
生活とグラフィックデザイン 講義 2 単位 グラ 2 3 4
映像文化史 講義 2 単位 映像 2 3 4
メディア文化史 講義 2 単位 映像 2 3 4
サステナブルデザイン入門 講義 2 単位 企画/食文化 2 3 4
地域デザイン入門 講義 2 単位 企画/食文化 2 3 4
ブランド･マーケティング入門 講義 2 単位 企画/食文化 2 3 4
広告表現入門 講義 2 単位 企画/食文化 2 3 4
商品開発･店舗プロデュース入門 講義 2 単位 企画/食文化 2 3 4
事業計画入門 講義 2 単位 企画/食文化 2 3 4
インターネットビジネス論 講義 2 単位 企画/食文化 2 3 4
現代幸福論 講義 2 単位 地域 2 3 4
クリエイター起業論 講義 1 単位 共通 2 3 4
クリエイター起業ゼミナール 演習 1 単位 共通 2 3 4
イノベーションプロジェクト 演習 1 単位 共通 2 3 4
（単位互換科目）
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2026教育課程概要【建築・環境デザイン学科】

科目概要 学修レベル 教育概要 学位授与方針(DP)との関連

履修時期 目指す教育成果と到達度判断 身につける能力要素　【3つまで選択可（4年必修科目は4つ以上可）・％の数値のみ記載・数値の合計は100（％）】
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建築・環境概論 講義 2 必修 1 前期 ● 本学科で学ぶ建築、環境デザインの分野で学ぶ事柄を、系統別に細分化して一コマごとの講義で
総説し、建築、環境学を幅広く総合的に理解することを目的とする。

①〈想像力〉建築・環境デザインの分野構成と広がりを理解し、課題を認識できる。（70％）
②〈社会性〉自分の考えをまとめて的確に伝えることができる。（30％）

各回レポート
50 20 30

西洋建築史 講義 2 必修 1 前期 ● 「古きを訪ねて新しきを知る」ことは、歴史学の真髄である。歴史を学ぶことは昔を知ることだ
けでなく、同時に未来を見据えることともなる。本授業では、古代から近代までの西洋の建築の
歴史の概観を理解し、同時に歴史に触れ、歴史から学び読み解くことを体得し、将来自然に歴史
に親しみながら、これを大きなヒントとして自らの建築空間や芸術作品づくりの場で新しい発想
や斬新な視点を引き出すことが目的である。

①西洋建築の歴史に関する基礎的な知識を身につけ、その概要や特徴を理解し、説明することができ
る。（40％）
②西洋建築の歴史から学んだ歴史観を、実際の自身の芸術作品、デザインに活かすことができる。
（10％）
③西洋建築の歴史から学んだ事柄から、自身の歴史的視座、歴史観を研ぎ澄まし、歴史を武器にして未
来へ向けた新しい発想ができる。（40％）
④西洋建築の歴史から学んだ事象を、自身の周辺の社会課題解決のためのヒントとして活かすことがで

レポート、出席カード型振り返り感想シート

40 20 40

風土形成論 講義 2 必修 1 前期 ● 私たちが暮らす「地域」は、自然の山やそこへ木材や薪を得るため植林した斜面、自然の川やそ
こから水を引いてつくる水路や田、道、村や町、雨や雪、季節の花、虫や鳥などの全体としてあ
る。私たちはそれを「風土」ともとらえてはいないだろうか。だから、地域の歴史の継承や未来
への創造のためにまず地域そのものを知ろうとなったとき、地域の何と何がどう関係し風土が形
成されてきたか知るという目標を持つことは具体的かつ総合的で役立つ。この授業では、風土の
なりたちを理解する意義と方法を知ることを目的とする。

①〈想像力〉風土のなりたちを理解したうえで観察に基づく記述ができ、課題を指摘できる。（70％）
②〈意志〉諸学術的知見や人々の生活知に注意を向けレポート作成できる。（30％）

各回ミニレポート、最終レポート

50 20 30

都市計画 講義 2 必修 1 前期 ● これからの日本の社会に相応しい都市や地域のあり方、まちづくりのヴィジョンを理解する。わ
が国における都市計画の仕組みとして現行都市計画法で定める主要な都市計画の内容、都市計画
の目標である良好な市街地形成実現の主要手法である土地利用規制、市街地整備事業の基本的内
容を理解する。

①〈想像力〉現在の日本の都市が直面している問題・課題について説明することができる。合わせて都
市計画やまちづくりに関する主な専門用語を説明することができる。(75%)
②〈創造力〉将来の都市のあり方とヴィジョンについて論じることができる。(25%)

授業内課題、取り組み度

50 25 25

建築構法 講義 2 必修 1 後期 ● 様々な地域と歴史・文化に支えられた建築物の概要を、その背景を含めて理解する。また、「木
造」「鉄筋コンクリート造」「鉄骨造」などの基本的な構法に対しては、基礎・床・壁・天井・
屋根などの基本となる各部位の必要な基礎知識を含めて修得することを目的とする。

①〈想像力〉木造、RC造、S造の建築に対して基礎、床、壁、天井、屋根などの各部位の構成・名称を
理解し、図示することができる。（70％）
②〈創造力〉開口部、寸法体系、積雪への対応など、生活との関係性を理解し、説明することができ
る。（30％）

各回提出物、中間テスト、期末テスト

50 20 30

エコロジカル地域論 講義 2 必修 2 前期 ● 東北とはどんな地域なのか、周りに広がる森や田畑にどんな可能性があるのか。そして、我々は
何を食べ、どんなエネルギーを使うのか。この講義は東北を中心に、暮らしと地域のエコロジカ
ルな結びつきを発見できる目を養い、人間と自然との新たな関係を創造する力をつけることが目
標である。

①〈想像力〉食やエネルギーといったものが抱える環境的な問題を認識できる。食やエネルギーといっ
た日常的な生活の中で消費しているものと、地域がどのようなつながりを持っているのかを見いだせ
る。（75％）
②〈意志〉東北や自分が住む地域が持つエコロジカルな可能性と環境問題解決の糸口を発見できる。

各回レポート、提出課題

25 50 25

エコロジカル建築論 講義 2 必修 2 後期 ● 本授業では、住まいや建築がどのようなエコシステムから成り立っているかを学び、建築設計に
おける環境的な視点を持てるようにする。そのため、エコシステムを熱、空気、光、エネルギー
など基本的な要素にわけて、それらが人間や空間とどのようなつながりを持つのか基本的な原理

①〈想像力〉住宅の環境性能を論理的に理解している（75％）
②〈社会性〉住宅の環境性能に関わる要素技術を理解している（25%)

各回レポート、提出課題
50 25 25

建築設計論 講義 2 必修 2 後期 ● 建築の設計を行う以上、近現代の建築の歴史、現状、デザインの潮流を、理解し、その手法、考
え方を学ぶ。また、エコハウスの最低限の知識を身につける。

①〈想像力〉建築家とその作品の意味、時代背景を理解する。(75%)
②〈創造力〉現代の建築史を理解するとともに、お互いの影響関係を学ぶ。(25%)

各回レポート、期末レポート、テスト
50 25 25

建築・環境基礎演習 演習 2 必修 1 前期 ● この科目は、「建築・環境デザイン」を学ぶ最初の演習として、人間の生活と建築のありよう
や、建築を取り巻く周辺環境を、様々な視点・スケールから体感・分析し、建築および環境デザ
インの基礎的な技術と知識を体得することを目的とする。

①〈想像力〉人、物、建築および周辺空間（環境）の形、大きさ、質を観察で把握し、説明できる。
（30％）
②〈創造力〉観察で得た情報を基に表現を発想し、描写や立体造形を行うことができる。（70％）

参加姿勢、提出物、ミニレポート
30 20 50

インテリア基礎演習 演習 2 必修 1 前期 ● 1年生で最初に空間デザインを実践する演習である。
自由な発想で空間を創造しつつ、建築に求められるスケール感と、その表現力を養う事を目的と
する。

①〈想像力〉縮尺及びスケール感について理解した上で、インテリア空間を発想することができる
(30%)
②〈創造力〉発想した空間を図面や模型、スケッチにて表現することができる(40%)

受講態度・成果物
30 40 30

図学製図演習 演習 2 必修 1 後期 ● 製図では、与えられた図面の内容を理解し、正確にきれいに描くことができるようにする。また
図学では、2次元への投影図から3次元の空間図形をイメージできるようになることが要求され
る。さらに、3次元の空間を、2次元である平面上に表示することができるようになることも求め
られる。製図道具にふれ、様々な技法によって正確に・早く・美しく線を引き、バランスの取れ
た図面を作成できるようになることを目的とする。

①〈想像力〉建築設計製図の図面の意味を理解し、その描き方の基本を身に付け、正しく描くことがで
きる。（50％）
②〈創造力〉各種図法を理解して課題を解き、正確に美しく描くことができる。（40％）
③〈社会性〉与えられた時間内に作業を終えて、課題を提出することができる。（10%)

提出図面、提出課題、確認テスト

50 40 10

CAD演習 演習 2 必修 1 後期 ● コンピュータの発達と普及は設計におけるコンピュータの使用は不可欠なものとなり、本演習で
は設計ツールとしてのＣＡＤの利用を習得することは必須条件と言えます。
設計図面作成からプレゼンテーションツールとして使用する技術を修得することを目的とする。

①〈想像力〉JW_CADの基本操作を身につけ、２Dの図面を精確に作成できるようになる。（75％）
②〈創造力〉Sketchupで２Ｄ図面を３Dに変換し、プレゼンテーションすることができるようになる。
（10％）
③〈意志〉アーキキャドを使ってBIMを体験し操作ができるようになる。課題締め切り日までに提出す
ることができる。（15％）

提出課題

75 10 15

建築・環境施工演習 演習 2 必修 1 後期 ● 建築や土木構造物の設計には、素材の特性やその使い方の特性を理解することが必要である。こ
の演習では、建築やその他構造物を作る本格的な施工技術について説明することよりも、素材を
理解し、素材の特性から施工方法を考案することや、目的の構造物に見合った材料を見出すこと
を体感的に学ぶことに重きを置く。したがって環境や素材に触れ、資源の存在に気がつくこと、
それを材料として用いながら構造物の施工を実際に行うことで、素材の特性や材料の施工性を知
り、引いては既存の建築や構造物の材料や施工について想像を巡らすことを目的とする。

①〈想像力〉屋外での構造物の計画・設計・施工を体系的に理解し、それをノートにまとめることがで
きる。（40％）
②〈意志〉現場で得られる新しい知見を野帳に記録し、情報の収集を行うことができる。（30％）
③〈社会性〉グループで協力しながら構造物の施工を完遂できる。（30％）

作業記録ノート（野帳）、記録ノート（まとめ）、作業実績

40 30 30

デジタル表現演習 演習 2 必修 1 後期 ● 	就職活動の際に不可欠なポートフォリオ作成のために、Illustrator、Photoshopを使用したデジ
タル表現の基礎（レイアウトデザイン、色彩、タイポグラフィ）を身につける。
具体的には、ポートフォリオに必要な要件の理解とともに、グラフィックデータ特性や下記ソフ
トウェアの操作演習を実施する。
●Adobe Illustrator　●Adobe Photoshop
初級という位置付けであることから、基本的な操作を身につけ、自身が表現したいレイアウト
データをソフトウェアを使用して制作できるようになることを目的とする。

①〈想像力〉ソフトウェアの特性や基本操作を理解して、デジタル表現ができる。（40%）
②〈創造力〉独自性や工夫（配色・フォント使い・可読性・可視性）を加えたデータ制作ができる。
（50%）
③〈社会性〉制作物の役割を理解し、コミュニケーションツールとして活用可能なデータ制作ができ
る。（10%）

提出データ

40 50 10

建築設計演習１ 演習 3 必修 2 前期 ● T定規あるいは平行定規など、実際の製図で使用する道具を使いこなせるようにする。また、模型
製作などを通じて、建築構造や空間構成、単位空間のヴォリュームやスケールを理解する。さら
に小規模建築の設計により、エスキス・スタディ模型の製作から図面としての表現・プレゼン
テーションまでの流れを、CGの技術も含めて掴むことを目的とする。

①〈想像力〉平行定規等、実際の製図で使用する道具を使いこなし、スケッチアップなどをCADツール
を用いて、レンダリングを行うことができる。（20％）
②〈創造力〉建築の架構の構造的理解を通じて設計・模型製作を行うことができ、適切な設計図と表現
によるプレゼンテーションボードを作成することができる。（70％）
③〈社会性〉エスキスを通じて作業を継続して進め、各課題の締め切りまでに提出することができる。
（10％）

取組姿勢、提出課題

20 70 10

建築設計演習２ 演習 3 必修 2 後期 ● もっとも身近な空間である住宅を設計する。
クライアントである家族が、どのような家族なのか、ライフスタイルを設定し、その家族が住む
住宅を各自割り当てられた敷地に検討する。敷地周囲の環境を読み、隣地との関係を考え、家族
のライフスタイルからコンセプトを設定する。
それに従い、１つの住宅を組み立てる。ゾーニング、プランニング、断面・立面の検討、パース
や模型製作によるプレゼンテーションといった一連の設計作業を習得する。
建築の単位空間の理解、また建築の構造や構法を理解した上で、空間の構成、敷地や周辺環境と
の関係を考慮しながら、設計の難しさと愉しさを体得すると同時に、自己の作品としてまとめ上
げること目標とする。

①〈想像力〉家族構成、周囲の環境に合わせた配置計画、構造的、計画上機能的な平面計画ができる。
(25%)
②〈創造力〉意図した空間を図面、パース、模型にて表現できる。(50%)
③〈意志〉粘り強く検討を重ね、総合的に空間を構築することができる。(25%)

コンセプト、配置、平面、立面、断面の適切性、パース、模型等に
よるプレゼンテーション

25 50 25

環境計画演習１ 演習 3 必修 2 前期 ● フィールドワークとは、設計や研究に取り組む上で、対象となる地域を実際に訪れ、空間の観察
や記録、関係者への聞き取りなどを行う調査技法だ。本演習では、基礎的な知識を身につけた上
で、実際にフィールドワークを行い、地域の課題と可能性を見出す。その上で、課題の解決策を
考えることで、調査から提案に至る一連のプロセスを学ぶ。提案については、できる限り自分で
実現できそうな内容にすることで、自分ごとで建築・都市を捉える視点を養う。

①〈想像力〉対象となる地域の情報を収集・整理し、課題と可能性を見つけることができる。(25%)
②〈創造力〉調査を踏まえた企画・計画・設計を行い、分かりやすくプレゼンテーションできる。
(50%)
③〈社会性〉受講生と協力し合いながら演習を進めることができる。(25%)

毎週の取り組み姿勢、
前半に提出する報告書の完成度、
後半のプレゼンテーションの完成度 25 50 25

環境計画演習２ 演習 3 必修 2 後期 ● 建築やランドスケープのデザインでは、対象となる敷地に加え、その周辺の環境の理解が大事で
ある。敷地（部分）－周辺環境（全体）の関係性を読み込んだ上で総合化し、空間をデザインす
ることの理解に取り組む。
この科目は、建築設計演習2「住宅の設計」と連動し、屋外空間デザインの素養を身につけなが
ら、住宅／敷地／街区／地域を一体の環境として理解し、空間デザインとして統合させることを
目的とする。

①〈想像力〉調査に基づきデザイン上の課題を整理し、それを解決する設計理念（コンセプト）を提示
できる（30％）
②〈創造力〉設計理念（コンセプト）に基づく敷地空間のデザインを行い、それを図面や模型としてプ
レゼンテーションできる　（50％）
③〈意志〉土地の性質、周辺環境、風景、想定する住民に配慮した調査・計画・設計を行うことができ
る（20％)

成果品（設計図面、イメージ図、模型）
課題への取組姿勢（エスキースの量と内容）

30 50 20

建築設計演習３ 演習 3 選必 3 前期 ● ３年生最初の設計演習であり、与えられた課題の機能を事例調査等を通じて理解し、さらに対象
敷地周辺の状況を調査し、その上で必要な付加機能等を設定し、アイデアやコンセプトを明確に
して、建築設計手法、図面・模型作成に必要な技術を修得することを目的とする。

①〈想像力〉課題意図に対して、各自の理解を深め、それぞれの提案に応じて、合理的な対応方法を提
案できる。(25%)
②〈創造力〉提案に対して合理的な図面を作成することができる。(50%)
③〈意志〉提案に対して、わかりやすく魅力的に説明できる。(25%)

エスキス、図面、パース、模型

25 50 25

建築設計演習４ 演習 3 選必 3 前期 ● 建築設計演習３、あるいは環境設計演習３で修得した建築の設計に対する能力を高めるため、実
践的に設定された課題に対して、それにそれぞれの考えをもって、オリジナリティーを確保しつ
つも、様々な条件にある建築を構想し、案を展開させ、その結果を表現する。

①〈想像力〉調査・フィールドワーク等から、エリアの特徴を発見し、課題・コンセプトを立案するこ
とができる。（25％）
②〈創造力〉プレゼンテーションが適切である。(75%)

設計・提案内容、図面・模型の適切さ、プレゼンテーション
25 25 50

建築設計演習５ 演習 3 選必 3 後期 ● ３年後期前半の課題は、卒業制作、研究に入る前哨戦として、設計、計画の演習を行う。
段階的には、基礎的な造形、デザインの体感的な演習を学ぶ1年次、フィールドや実際の具体的な
建築、空間デザインの基礎的体験を通じて建築デザインを学ぶ2年次に次いで、さらに敷地環境・
風土・コミュニティの的確な把握や解読を行い、詳細図（矩計図、ディテール）を含めた建築設
計を行うことにより、より実践的な表現に挑む。
各自の興味と関心、デザインに対する熟度、また自身の４年間の学習、研究計画構想の中で段階
的な成長と目標達成を目指した建築設計手法を修得する。

①〈創造力〉立案したコンセプトの内容を、建築として適切に構築することができる。（50％）
②〈意志〉図面や模型、パースなどによって、設計内容を適切に可視化することができる。（50％）

受講態度、課題提出物

25 25 50

建築設計演習６ 演習 3 選必 3 後期 ● 複合的な機能、用途、様々な社会的な課題を有する建築物を対象に、調査・分析を経て設計する
ことを目的とする。
この課題では、人口減少時代の日本の建築のあり方を問い、誰もが集い、集まれるような魅力あ
ふれる複合施設のあり方を考え、設計していく。

①〈想像力〉社会調査や敷地周囲などの調査から適切なコンセプトを持っていること（25％）
②〈創造力〉複合施設として、その意味が考えられ、適切に表現することができる（75％）

コンセプト、中間・最終発表プレゼンテーション、図面・模型表現

25 25 50

環境計画演習３ 演習 3 選必 3 前期 ● 海外の先進的な都市計画と分析手法を学びながら、東北地方における持続可能な都市計画のため
の調査を行い、計画づくりができるようにする。

①〈想像力〉地図や各種資料から情報を読み取り、都市の現状を客観的に分析し、課題や特徴を把握
し、分かりやすく伝えること。都市スケールで地域社会の変革を構想すること。(75%)
②〈創造力〉都市を現時点だけで見るのではなく、長期的な視点で構想でき、将来シナリオを分かりや
すく伝えること。(25%)

毎週の取り組み姿勢、
プレゼンテーションの完成度

25 50 25

環境計画演習４ 演習 3 選必 3 前期 ● 農村地域の現状と課題を分析し、環境資源を評価しながら、現代的な価値と活用を提案していく
ことが目標である。また、地図情報化を駆使し、地域を客観的、構造的に把握、評価できるよう
にする。

①〈想像力〉農山村地域の現状を集落スケールで分析し、課題や特徴を把握し、地図やビジュアルで分
かりやすく伝えること。(50%)
②〈創造力〉農山村地域の新しい暮らしや都市と農村の交流を構想でき、具体的な場や事業の提案を行
うこと。(25%)
③〈意志〉現地調査やヒアリングを通して住民の暮らしや地域社会を理解でき、伝えること。(25%)

毎週の取り組み姿勢、
プレゼンテーションの完成度

50 25 25

環境計画演習５ 演習 3 選必 3 後期 ● 実際の空き物件を対象に、調査・企画・設計・事業計画を一体的に経験することで、総合力・実
践力を養う。本演習は、環境計画演習１「フィールドワーク入門」の応用編として、より具体的
な調査・計画を行った上で、空き物件のオーナーにプレゼンテーションを行う。山形市より人口
が少ない地方都市を対象にすることで、様々な地域で課題を解決するスキルを鍛えるとともに、
事業を伴う小さな場づくりの連続がまちづくりにつながっていることを体感してもらう。

①〈想像力〉地域・物件の課題・可能性を把握するとともに、地域固有の資源を見出すことができる。
(25%)
②〈創造力〉地域課題を解決するための企画・計画・設計案を見出し、分かりやすくプレゼンテーショ
ンできる。(50%)
③〈社会性〉受講生との協同・関係者とのコミュニケーションを適切に行いながら演習を進めることが

毎週の取り組み姿勢、
プレゼンテーションの完成度

25 50 25

環境計画演習６ 演習 3 選必 3 後期 ● 人々が生活のために環境をデザインする視点に基づき、自ら環境を読み解き課題を定義する力を
養う。指定された対象地域から問題や課題を発見・定義し、その解決に向けた調査・分析、企
画・構想、計画・設計の一連の作業を行うことを目的とする。

①〈想像力〉自ら調査を企画し、対象地域の情報を収集・整理・分析して問題や課題を見出すことがで
きる。（40％）
②〈創造力〉対象地域の環境、歴史、文化と、現代の社会性に配慮し、調査結果に基づき論理的にデザ
インし、美しく分かりやすくプレゼンテーションすることができる。（60％）

エスキス、成果品、プレゼンテーション

40 30 30
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建築・環境応用演習 演習 2 必修 3 後期 ● これまで学修した建築・環境デザイン分野の知見を振り返りながら、さらに自身が深めたい専門
性を探り当てることを目的とする。積極的に資料に当たることやフィールドに触れることを行
い、自身の興味関心と社会の接点を探り、自身が行う研究を構想・計画・資料化する。

①〈想像力〉自身の興味関心と社会の問題をつなげて思考できる（30％）
②〈想像力〉自身の興味関心と社会の問題をつなげ、明らかにすべきこと（課題）を発見・設定できる
（30％）
③〈創造力〉自身の興味関心と社会の問題をつなげ、問題解決に向けた仮説や研究プロセスを整理・構
想し、資料化できる（40％）

研究への姿勢、成果物

30 30 40

建築・環境デザイン研究１ 卒研 必修 4 前期 ● これまでの建築・環境デザイン分野での知見を活かして自ら主題を定め、後期「卒業研究」につ
なげる論述・制作を行うことを目的とする。社会の中の問題を理解・整理した上で課題を明確に
し、主体的に調査・研究を行いながら、説得力と他者から共感が得られる成果をまとめ表現す
る。

①〈想像力〉研究テーマに関する正しい情報を、独自の視点や手法で調査・分析できる（20％）
②〈想像力〉研究テーマに関する調査・分析結果から、仮説や解決すべき課題を明確にできる（20％）
③〈創造力〉問題・課題の本質や、問題・課題の解決案を、他者に分かりやすく論理的に説明できる
（30％）
④〈意思〉研究計画に沿って試行錯誤しながら主体的・能動的に研究を進めることができる（30％）

研究への姿勢、成果物、プレゼンテーション

20 20 30 30

建築・環境デザイン研究２ 卒研 6 必修 4 後期 ● 自ら定めたテーマについて、調査・研究から得られた情報を基に思考を深め、４年間の建築・環
境デザイン分野の学修の集大成として卒業設計・卒業論文をまとめることを目的とする。研究成
果に自らの創造力を加え、社会に対する問題意識の発信と、その解決に向けた提案を行う。

①〈想像力〉研究テーマに関する正しい情報を、独自の視点や手法で調査し、分析できる（20％）
②〈想像力〉研究テーマに関する調査・分析結果から、解決すべき課題の本質に迫る考察ができる
（20％）
③〈創造力〉研究テーマに関する論やコンセプトを組み立て、課題解決や提案を発想・構想できる
（30％）

成果物、プレゼンテーション

20 20 30 30

インテリア設計論 講義 2 選択 1 前期 ● インテリアデザイン及びその設計についての基礎知識を俯瞰的に学ぶ。
キーワードごとに整理して学習することで、幅広く理解を深める。
その上で、各自のインテリアデザインとその設計に対する論を構築できるようになる。

①〈想像力〉インテリアデザイン及びその設計について、事例を通じて幅広い知識を習得できている。
(40%)
②〈創造力〉各自のインテリアデザインとその設計に対する論を明確に構築し、言語化することができ
る。(30%)

各回ミニレポート、プレゼンテーション、取組姿勢、受講態度

40 30 30

建築デザイン論 講義 2 選択 2 後期 ● 建築設計を行う上で必要な空間解析能力、空間把握能力、スケール感覚などを身につけることが
できる。
モダニズム以降の現代建築についての基礎知識を俯瞰的に学び、歴史を知ることで自分たちの立
ち位置やつくるべき建築や都市の姿をイメージできるようになる。

①〈想像力〉モダニズム以降の現代建築を通して建築設計を行う上で必要な知識、空間解析能力、空間
把握能力、スケール感を身につけることができる　（50％）
②〈創造力〉各講義で取り上げるテーマについて、論を明確に構築し、言語化することができる
（25％）

各回ミニレポート、プレゼンテーション、取組姿勢、受講態度

50 25 25

日本建築史 講義 2 選択 1 後期 ● 「古きを訪ねて新しきを知る」ことは、まさに歴史学の真髄である。歴史を学ぶことは昔を知る
ことだけでなく、同時に未来を見据えることなのである。この授業では、私たちの身の回りにあ
る建築の原点となった、わが国の太古から近世までの建築の歴史の概観を理解し、歴史が培って
来た先人たちの知恵と工夫を学び、同時に講義で歴史に触れること、歴史から読み取ることを体
得し、将来自然と歴史に親しみながら、これを大きなヒントとして、自らの建築空間や芸術作品
づくりの場で、新しい発想や斬新な視点を引きだすことが目標である。

①日常生活に親しみのある日本建築の歴史を理解し、日本人としての基礎的哲学や生活の基本的な知恵
を獲得し、その概要、特徴について説明することができる（40％）
②日本建築の歴史から学んだ歴史観を、実際の自身の芸術作品、デザインに活かすことができる。
（10％）
③日本建築の歴史から学んだ事柄から、自身の歴史的視座、歴史観を研ぎ澄まし、歴史を武器にして未
来に活かす発想ができる。（40％）
④日本建築の歴史から学んだ事象を、自身の周辺の社会課題解決のためのヒントとして活かすことがで

各回振り返りシート・取組姿勢、最終レポート

40 20 40

風景の計画 講義 2 選択 2 後期 ● 環境のデザインには様々な視点が必要だが、一般的な科学や工学は、細分化された視点からのア
プローチが多く文化的な側面が弱い。しかし私たちを取り巻く環境はバラバラのものではなく、
まとまった１つの世界として目の前に存在している。これをまとまりのあるままに捉えて研究す
ることも１つのアプローチである。この授業では、私たちが暮らす世界を、目の前に立ち現れて
いる「風景」から多角的に捉え、解釈し、人間が暮らす場所のこれからのあり方、あるいはその
背景にある自然や社会の在り方を考えることを目的とする。

①〈想像力〉風景の本質や成立ちを理解・考察し、社会に照らして課題を指摘できる。(70%)
②〈創造力〉風景について、多角的な視点や価値から捉え、評価し、表現できる。(30%)

各回ミニレポート、最終レポート

40 30 30

構法デザイン 講義 2 選択 2 前期 ● 建築物は、時代や地域によって要求される性能が異なっている。現在、地球環境問題をふまえ
て、建築物を設計・施工、さらに解体しなくてはならない時代にあり、単に建築物が生産されれ
ばよい時代ではない。様々な建築構法が存在する中で、それぞれの構法の特徴を理解し、設計に
際して必要な知識や21世紀の建築のあり方に対する考え方を身につけることを目的とする。

①〈想像力〉構法の基本なる事項を理解した上で、建築デザインの歴史的・技術的背景を具体例を挙げ
て説明することができる。（60％）
②〈創造力〉建築デザインのあり方を、構法のしくみ・必要性能の観点から説明することができる。
（40％）

各回ミニレポート、中間テスト、期末テスト

30 30 40

建築計画 講義 2 選択 2 後期 ● 1）建築設計の中で建築計画の役割を理解すること
2）主要なビルディングタイプの建築計画における基本事項を理解すること
3）実際の建築物の成り立ちを建築計画の立場から考察できる基本的な力を身につけること

①〈想像力〉設計における建築計画の役割や、ビルディングタイプごとの建築計画の基本事項を理解で
きる。(70%)
②〈創造力〉建築計画の立場から建築物の成り立ちを考察できる。(30%)

各回ミニレポート、期末テスト
70 30

生態学基礎 講義 2 選択 2 前期 ● この授業では植物を中心とした生物の成り立ちや特徴、生物と環境との関わりを理解し、自然を
読み解く力を高めることを目的とする。

①〈想像力〉植物の生理生態や形態特徴を理解することができる。（30％）
②〈社会性〉植物の形態的特徴等を理解したうえで植物同定ができる（70％）

試験、小レポート
30 70

建築設備 講義 2 選択 2 後期 ● 建物の中で安全で快適な室内環境を作るためには，建築設備が必要不可欠となる．本講義では，
空気調和設備，給排水衛生設備，電気設備の基本的な知識を身に付けることを目的とする．さら
に，各設備の設計時に必要な基礎的な計算方法について学ぶ．また，建物の省エネルギー化を考
慮した建築設備の設計手法についての知識を深める．

①〈想像力〉空気調和設備，給排水衛生設備，電気設備の概要を理解し，建築設備の説明ができる
50％
②〈創造力〉建築設備設計で必要となる基本的な計算ができる　30％
③〈意志〉建築設備の基本的な計画，設計ができる　20％

確認テスト、レポート

50 30 20

建築構造力学 講義 2 選択 2 前期 ● 建築構造力学では、建築物の設計計画において必要な構造力学の基礎知識を学習する。構造を考
える上では、力の概念や力が作用したときの構造物におこる変化、力を支えるために必要な構造
物の条件などを、簡単な構造モデルの計算を通じて理解する。これらの構造基礎知識の理解は、
環境構造計画や環境構造計画演習を学ぶための基礎であり、建築士の基本知識として求められる

①〈想像力〉静定構造の力のつりあい、部材の変形、応力について理解できている 40%
②〈創造力〉 建築構造力学で必要となる基本的な計算ができる30%
③〈意志〉身につけてた構造の知識を用いた計算・設計ができる 30%

レポート、最終課題

40 30 30

都市空間デザイン 講義 2 選択 2 後期 ● 都市の魅力を創出するための都市空間デザインについて理解を深める。特に、現代のクルマ社会
において、人間的スケールの「生き生きとした、安全で、持続可能かつ健康的なまち」を取り戻
すために如何なる方策があるのかを探る。本講義では、以下の3つの観点を重視する。
①ウォーカブルな都市空間のデザイン（歩行者中心の空間設計）
②それを支える交通システムデザイン（持続可能な移動手段の構築）
③街並みのデザイン（都市景観と建築の調和）
　これらの視点から、次世代の都市空間デザインの要点を説明できるようになることを目指す。

①〈想像力〉人間のための都市空間デザインの要点を説明することができる。（90％）
・先進都市のウォーカブルな都市空間デザインの事例について説明することができる。（10％）
・人間中心の都市空間を実現するための歩行者空間のデザインについて説明することができる。
（30％）
・自転車を中心とした都市空間デザインについて説明することができる。（20％）
・バスによる様々な公共交通サービスとそれを組み合わせた公共交通ネットワークについて説明するこ
とができる。（20％）
・テレワークとコワーキングによって生まれる新たな都市空間について説明することができる。

授業内の課題によって理解度を評価する。（80%）
参加状況、質問回数などから主体的な取り組み度を評価する。
（20%）

90 10

リノベーション建築論 講義 2 選択 3 前期 ● この科目はオフィスビルや住宅のストックの有効な再利用方法を理解し、リノベーションによっ
て社会資本としての価値を上げる改修手法の概要と社会で実践するための基礎的な知識を修得す
ることを目的とする。

①〈想像力〉リノベーションの潮流を理解し、説明することができる。（75％）
②〈創造力〉リノベーションのデザイン手法を理解し、レポート等に表現することができる。（25％）

授業ごとのショートレポート、最終レポート
50 25 25

建築法規 講義 2 選択 3 後期 ● ①建築基準法を中心とした建築法規の概要・法体系の基礎知識を習得する
②実務基礎レベルの建築物の計画における建築法規の理解力を養成する
③設計課題を通して建築基準法の理解と使い方・考え方を習得する。

①〈想像力〉法令集にある建築基準法の各条文（法・政令）の概要を理解する。40％
②〈創造力〉街中にある建築物や構造物をみて、どのような法的な理由がその形に影響をしているかを
理解し、考えられる力を育む。30％
③〈意志〉設計課題を通して建築基準法を理解し、知識だけにとどまらず自らの設計ツールとして使え
る設計力・思考方法を習得する30％

学習意欲・態度、講義時に出題するレポート、最終課題

40 30 30

環境基盤学 講義 2 選択 3 前期 ● 建築は地面から切り離されて成立しない。敷地や周辺環境に配慮が必要である。斬新な形態の建
築も、かたち以前に適切な土地の操作無くしては成立しない。そして建築は完成後も風雨にさら
され周辺環境から影響を受け続ける。さらにランドスケープのデザインでは、建築以上に気を配
り土地や環境を操作する。このような環境の操作は、平たく言えば地面を形成する「土」やその
内外を巡る「水」を扱うことである。その影響を受けて地表の生き物の環境ができる。
この科目は人間が広く環境を操作してゆくにあたり、土や水の性質とその扱い方の基本を理解す
ることを目的とする。また公務員試験（技術職・土木）の入門編に位置づける。

①〈想像力〉土地、地域、環境に関する専門の概念と用語を正しく理解し、課題の指摘ができる。
（70％）
②〈意志〉自然と社会の持続可能性に配慮した価値判断にもとづきコメントできる。（30％）

ミニレポート、期末テスト

50 20 30

建築施工 講義 2 選択 3 後期 ● 当科目では、「鉄筋コンクリート造」「鉄骨造」などの建築物を生産するために必要とされる、
施工計画、工程管理、品質管理、原価管理、安全管理、施工方法など、建築現場を管理運営する
ための基礎知識の修得を目的とする。また、学校を卒業し実務についた際の、実社会における行
動、判断力を養う。

①〈想像力〉建築現場を管理運営するための基礎知識の修得（75％）
②〈創造力〉実社会における行動、判断力の基礎習得（25％）

試験、学習姿勢

50 25 25

建築材料 講義 2 選択 3 前期 ● 「建物」を構成するものは、建築材料である。そのため、大なり小なり建築を理解するために
は、それを構成する材料について理解を深めなければならない。本科目では、建築材料に焦点を
当て、建物の中でその材料がどのような役割を果たしているか解説を行う。

①〈想像力〉建築材料について理解し、デザインや施工にどう活かせるか説明できる（50％）
②〈創造力〉演習問題を通じ、建築材料が実際にどのように設計・施工されるか説明できる　（25％）
③〈意志〉種々の材料について特性を理解し、設計においても適切な工法を選択できる　（25％）

授業態度、レポート、演習問題達成度
50 25 25

測量学 講義 2 選択 3 前期 ● 測量学は、科学全般の基礎をなすもので、建設工学の上流に位置する技術である。測量技術は建
築・環境デザイン学科の科目全般と関連しており、本科目では土地や空間の位置・形状・高低差
を正確に把握する基礎理論と基本的手法を学び、空間を科学的に理解し設計へ活かす力を養う。
※測量士補国家資格を取得するには、合わせて「測量演習」の単位が必要です。

①〈想像力〉測量の基礎知識と様々な測量技術の内容を理解できる。土木、建築で扱う計算方法を身に
付ける。（50％）
③〈意志〉測量機器の種類、機能を理解し、測量技術を建築で利用できるようにする。（25％）
④〈社会性〉測量士補国家資格に対応した知識を身に付ける。（25％）

授業態度、小テスト、最終課題

50 25 25

地誌学概論 講義 2 選択 2～4 後期 ● 地理的条件（地形、気候、文化、経済活動など）が地域に反映した結果形成される地域性を解明
する学び。地域スケール設定の大小や、歴史的、テーマ的など多岐にわたる方法によりさまざま
な課題解決的アプローチを試みる。

確かな知識と理解にもとづき問題意識や課題を発見し、解決に向けて行動できます。（40％）
講義内容を学びながら設定された地域の特徴が理解できます。（30％）
設定された地域の特徴や要点や問題点などの地域性を説明することができます。（30％）

授業者の問いに解答できた。（40％）授業中に配布された用紙に記
入し、授業終了時に提出します。
講義内容の理解や主旨が表現できた。（30％）授業中に配布された
用紙に記入し、授業終了時に提出します。
問題意識や課題を発見し考察できた。（30％）授業中に配布された
用紙に記入し、授業終了時に提出します。

40 30 30

建築構造力学演習 演習 2 選択 2 前期 ● 建築の設計に必要な構造力学の基礎知識を身につけること、手計算による簡単な構造計算方法を
理解すること、構造物内部に流れる力や変形の様子を理解すること、また一級建築士資格取得に
必要な構造基礎知識の習得を目的とする。

①〈想像力〉静定構造の力のつりあい、部材の変形、応力について理解できている 40%
②〈創造力〉 建築構造力学で必要となる基本的な計算ができる30%
③〈意志〉身につけてた構造の知識を用いた計算・設計ができる 30%

レポート、最終課題
40 30 30

測量演習 演習 2 選択 3 前期 ● 測量演習では測量機器を用いて野外で測量を行い測量機器の扱いや測量の方法を学ぶ。さらに得
られたデータを整理して調整計算を行うことで観測情報の理解を深める。これらの演習を通し
て、空間情報を正確に把握する実践的な測量技能とデータ処理の基礎力を身につける。

①〈想像力〉様々な測量技術を理解できる。測量機器の操作や最新の計測技術を理解できる。(50%)
②〈意志〉事前に計画を立てる計画性と班員と協力しながら目標を達成できる。(25%)
③〈社会性〉測量士補国家試験に対応した技術を身に付ける。(25%)

授業態度、演習、最終レポート
50 25 25

建築実践演習 演習 2 選択 3 前期 ● 建築の設計や施工管理の実務に携わる者は、不動産業に関すること、日々進化するCAD技術や地球
環境に貢献する建築設計に係る省エネ診断法などを修得しておくことは重要なことである。この
演習では、それらの業務内容や技術に触れて、知識や技術を習得することを目的とする。

①〈想像力〉建築実務における不動産業、CAD技術、省エネ診断法などの必要性を理解し、設計・施工
における求められる課題を整理することができる。
②〈創造力〉様々な場面を想定して見出した課題に対し、自らの発想に基づき、わかりやすく提案する
ことができる。
③〈意志〉与えられた課題を適切に処理し、計画的に遂行することができる。

授業への取組態度、課題成果

25 50 25

職業指導 講義 2 選択 2～4 前期 ● 「職業指導」は、今日では進路指導からキャリア教育指導へと変遷しており、学校の教育活動全
体を通して計画的・組織的に行われる重要な教育活動の一つとなっている。本講義では、工業科
教員としてキャリア教育に関する基礎的な知識を得るとともに、工業分野を取り巻く社会の変化
の中で生徒に求められる資質・能力について理解し、生徒のキャリア発達を支援できる指導方法
を身に付けることを目指す。

職業指導、進路指導に係る諸理論、諸検査方法の特徴を理解し、進路相談等での適切な活用方法を説明
できる。
キャリア教育の意義・ねらいを理解し、工業科におけるキャリア教育の指導計画を立案できる。
キャリア発達を支援する諸活動の目的や方法を理解し、指導上留意することについて説明できる。
社会の変化の中、社会的・職業的自立に求められる資質・能力について正しく説明できる。

「意見発表」「課題レポート」40％
「意見発表」（習得した知識を活用して自分の意見を発表する）
30％
「取組み態度・姿勢」30％

10 10 20 10 20 10 20
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